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Abstract
　　This paper will examine Yone Noguchi’s poetics and way of life concerning “being a poet,” as 
expressed in his English novel, The American Diary of a Japanese Girl  (1902). This book was considered 
his first and only non-poetry book in English published during his eleven years living in the United States 
and England. In contrast to scholarship that focuses on his work from the point of view of Japonism, or 
his personal life—Noguchi had a child with his American editor Leonie Gilmour, and their son was the 
well-known sculptor Isamu Noguchi — this paper will focus on Noguchi’s obsession with poetry and “being 
a poet,” as expressed in this work. Analyzing his idea of “being a poet,” I will argue that this work, though 
a fictional novel, constitutes an attempt to write about the development of Noguchi’s identity as a poet. 
The paper is based on the presentation at The Tokyo American Literature Society’s section meeting of 
the monthly meeting on September 24, 2016.
キーワード：ヨネ・ノグチ（野口米次郎）、『邦文日本少女の米國日記』、詩人
　　　　　　Yone Noguchi. The American Diary of a Japanese Girl , Poet
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一時はかなり頻繁に会っていたことはノグチの書簡からもわかる（CEL, no. 54, June 19th, 1900）。この


































　“The American Diary of a Japanese Girl”は、1901年11月および12月に、Frank Leslie’s Popular Monthly 
Magazine にて一部掲載された後、書籍として出版された。ノグチ自身が手がけ、現在把握している作品
の出版時期とその内容は以下の通りである。
初版 “By Miss Morning Glory” The American Diary of a Japanese Girl . New York: Frederick A. Stoke, 
September 1902.（Illustrated by Genjiro Yeto.）
再版 By Miss Morning Glory. Yone Noguchi. The American Diary of a Japanese Girl . Tokyo: Fuzanbo, 
October 1904.（Illustrated by Genjiro Yeto.）
三版　By Miss Morning Glory. Yone Noguchi. The American Diary of a Japanese Girl . Tokyo: Fuzanbo, 
November 1904.（Illustrated by Genjiro Yeto.）
四版　By Miss Morning Glory. Yone Noguchi. The American Diary of a Japanese Girl . Tokyo: Fuzanbo, 
1905.（Illustrated by Genjiro Yeto.） 
五版　By Yone Noguchi. The American Diary of a Japanese Girl . London: Elkin Mathew; Tokyo: Fuzanbo, 
1912. (frontispiece by Yeiho Hiresaki)
翻訳　野口米次郎『邦文日本少女の米國日記』東京：東亜堂書房, 1905.
続編　By Miss Morning Glory. Yone Noguchi. The American Letters of a Japanese Parlor Maid. Tokyo: 
Fuzanbo, 1905.（Illustrated by Genjiro Yeto.）













1.2　The American Diary of a Japanese Girl：執筆から初版刊行まで
　執筆過程においては、既にいくつかの関連書籍（CEL, Marx 2013、星野）で解説されているのでここ
では簡単に触れたい。




が（CEL, no.20, October 11, 1898）、彼女の添削はなかなか進まず、ノグチがカリフォルニアを離れた後
にパーティントンの元へ残していった原稿の返却を要求するなど、完成には程遠かったようである。その
後仕方なく、ノグチ一人で200ページほど執筆したこともあったようだが、書簡には、不満が残った原稿
を全て暖炉で燃やしたとある（CEL, no. 88, July 23, 1901）。
　挫折感を味わった後の挑戦で、わずか4 ヶ月で原稿が完成し、仕上がりについて、「とても満足がいっ
て、見るたびに顔が緩んでしまう」と書いている（CEL, no. 88, July 23, 1901）。この背景には、1901年





くしてもらえると思う」 （CEL, no. 75, April or May, 1901?）や、「恐れずに手を入れてほしい！　僕には、
貴女がとても遠慮がちに修正しているように見える」（CEL, no. 81, April 25, 1901）、「もし耳障りな文章
や、うまく表現されていないところを見つけたら、躊躇しないで思うように手直しして欲しい。」（CEL, 
no. 79, April 1901?）などに見られるように、添削する箇所や方向性まで全面的にギルモアに任せていた
様子が見受けられる。また、ノグチが繰り返し添削を依頼する書簡からは、逆に、ギルモアができるだけ
ノグチの執筆した原文を活かそうとした姿勢を読み取ることができる。出版社に原稿が受け入れられた時












Wisconsin. quoted in Diary, 2007, 136）、というものや、「朝顔嬢が英語の慣用句に慣れ親しんでいるこ
とはわかるが、彼女の言葉遣いにはやはり日本人らしい特徴が見られる…」 （The Post , Chicago. quoted in 
Diary, Nov. 1904. 4）というものは、見事に作者ノグチと編集者ギルモアの関係を見抜いているかのよう
である。「アメリカ人か、日本人のどちらが書いた作品であるとしても、とても上手く書かれている」（THE 







JOURNAL, New York, quoted in Diary, Nov. 1904. 2）というものは、純粋に朝顔嬢の辛口で素直な表現
に好意を持ったようである。また、「朝顔嬢は、風変わりで、ロマンチストで、単純で、かつ賢い。陽気
な優雅さと確固たるスタイルは、彼女が芸術家であり、日本の伝統に忠実であることの表れだ…」 （THE 
TRIBUNE, Chicago. quoted in Diary, Nov. 1904. 3）というものからは、芸術的な評価も感じられる。「こ
の本は、詩人によって書かれ、詩人の夢が詰まった作品である。全く独創的で、他に比較できる作品がない。
… 本書には、思いも寄らない魅力と、明るいユーモア、繊細に作られた皮肉な言葉、そして詩の妖精が——





















































スズメの鳴き声も “Chiu, chiu! Chiu, chiu, chiu!” とローマ字で書かれ何の注釈もない。このように、同書




























2.2　 「海上」（“On the Ocean”）
　航海中の日記である2章目は、最も短い章となっている。ノグチは、編集者ギルモアへの手紙でも、「海
の箇所はそんなに面白くなりようがない、海はグレーというか無色で、読者に読ませる劇的なことなど起




かしくない、『墳瑩あらず、棺あらず、哀鐘鳴らず、人知らず。』」（Diary, 2007, 15. 和訳は土井晩翠）と
共に登場する。ノグチとバイロンの詩との出会いは、「ロッキー山脈のバイロン」と呼ばれ、自身もバイ
ロンを崇拝していたミラーと出会う前に遡る。「バイロン卿は当時、私が気に入っていた詩人だった」（Story 









































































































































もので、何万人もの人妻のためではないからと埋めてしまったのです。…」（Diary, 2007, 99） と答える。
これらは、後にノグチが繰り返して論じ、1913年—1914年に再渡英した際の講演を出版したThe Spirit 





American Letters of a Japanese Parlor Maid へと続くのである。
おわりに
　ヨネ・ノグチが約11年に及ぶ米英生活で出版した 4 冊の英語の出版物のうち、 3 冊の詩集とは異質の散





ノグチのこうした詩人観や詩論は、英語では1913-14年の英国での講演をまとめたThe Spirit of Japanese 
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